
 

 

 

 

 

 

 

              

 

 

 

 
 

 
                                                             

５月 12 日から２泊３日で沖縄修

学                             学旅行を実施
じっし

しました。 

実行
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委員長
いいんちょう

の田中龍惺さんをは 

                              じめ修 学
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委員
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沖縄
おきなわ

物 語
ものがたり

」のもと、感動
かんどう

に満ち、

思い出
お も い で

深
ぶか

いものになったと感じています。このスローガンの意味
い み

は、「 志
こころざし

を一つに、みんなで 彩
いろど

り

ある思い出をつくろう！そして、沖縄
おきなわ

で歴史や文化を学び、自分たちの物語をつくっていこう」という 
 

ものです。 
 

 学校教育目標  

学校教育目標の「自ら挨拶
あいさつ

」「自ら判断
はんだん

」「自ら行動
こうどう

」、そして、「人とのつながりを大切にする思
おも

いや 

りある西本中生」を意識しながら、東村での民泊
みんぱく

では現地の人との出会いや文化に触
ふ

れ、素晴らしい体 

験になったと思います。また、「沖縄」の歴史
れきし

や貴重
きちょう

な文化
ぶんか

遺産
いさん

、横浜とは違
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う豊
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かな自然に触
ふ
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に平和の 尊
とうと

さを後世
こうせい

にも残さなければならないと実感
じっかん

し、ＳＤＧｓ
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についても多くを学
まな

んだことでし

ょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 琉球は礼節を重んずる国  

首里城の「守礼門」（古くは首里門と言われていた）に揚げられている「守禮之邦
しゅれいのくに

」という文字は「琉

球は礼節を重んずる国である」という意味です。皆さんも社会の一員としての自覚と責任をもって、これ

からの人生を歩んでいってほしいですね。 
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 沖縄物語 

第２号 令和６年５月２４日 

 

校長 廣渕 徹志 

東 村（民泊）  「花と水とパイン」の東村 
： 東村は「やんばる（山原）」と呼ばれる沖縄本島北部、東海岸に位置する縦に 

細長い村。 
 

やんばるの森には国の天然記念物に指定されている「ノグチゲラ」をはじめ、独自に進化した多

種多様な動植物が生息し、ユネスコの世界遺産候補地となっている。 

エイサー ： 本土の盆踊りにあたる沖縄の伝統芸能のひとつ。 
           

「エイサー」の語源の説は様々だそうだが、主に沖縄最古の書である「おもろ 

そうし」の巻に「いろいろのゑさおもろ」の「ゑさ」が語源という説が伝わっ 

ている。 もともと、集落の若者たちが浄土宗系の念仏歌に合わせて、各戸を 

踊り回る盆の行事で、その念仏踊りがエイサ－の前身だともいわれている。 



 

「楽しく、志を持ち、気持ちを一つに、 

彩りのある思い出を作ろう」 
 

修学旅行から帰ってきて、代休をはさんだ登校で、体育館で 

の解団式と教室での振り返りを行いました。解団式では、民泊 

での宿長となった生徒一人ひとりから、それぞれの民家で体験 

してきたことの発表がありました。同じ家で過ごした仲間やお 

世話になった家の方によって、それぞれに違う体験を共有する 

時間です。「最近まで雨が全く降らなくて、水の使用制限がか 

かりそうになっていた」「観光客が多くなると、ホテルでは多く 

の水を使う」といった沖縄での生活について話をする中で、帰ったら「エコツーリズム」につ

いて調べてみたいと思った、という発表があり、楽しい時間を過ごしただけでなく、理解を深

めた学びのある時間でもあったことが伝わってきました。 

 

振り返りでは、「自ら行動」することができたか、係として 

の自身の取り組み方には満足できたか、自分たちで作ったルー 

ルを守れたか、といった振り返りを行いました。その中には、 

仲間の名前を挙げ、その人のよかったところを回答する項目も 

ありました。いっしょに宿泊をした班や、いっしょにコース別 

の体験をした班の仲間だけでなく、学年の仲間の活躍を書いて 

いました。これからも互いを認め合い、尊重し、卒業に向けてさらに仲間との友情を深め、学

年の絆を強くしていってほしいと思います。 

 

振り返りの中の自由に記述するところでは、沖縄で 

食べた料理のおいしさ、海や砂浜のきれいさ、友達とおそ 

ろいで買ったおみやげの話など、楽しかった思い出がたく 

さんつづられていました。ガマで聴いた沖縄戦時の悲劇 

や、その記憶を語り継ぐガイドさんの思いなど、心が揺さ 

ぶられた体験について書いているものもありました。さま 

ざまな感情を胸に帰ってくることができたことも、修学旅 

行での一つの財産と言えるのではないかと思います。 

 

このような修学旅行にできたのも、多くの方の支えがあ 

ってこそのものだと改めて実感します。修学旅行もバスで 

空港で、村で、体験で、ホテルでと、たくさんの「ありが 

とうございました」を伝える場面がありました。西本郷中 

生を温かく見守ってくださった地域の方々、そして実施ま 

でのさまざまな面でご協力いただいた保護者の皆様に改め 

て感謝をお伝えしたいと思います。本当にありがとうござ 

いました。 

ボーイング７６７ 

 いざ沖縄へ！ 

三年学年主任 平賀 悠 

１日目 チビチリガマ 

２日目 ビーチトレッキング 

３日目 おきなわワールド 

３日目 おきなわワールドでの 

班別体験 



＜ 修学旅行を終えて  修学旅行実行委員長：田中龍惺さん（３年１組） ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

＜ 東村のビーチでのクラス写真 ＞ 

１ 組 ２ 組 

３ 組 
４ 組 

 今年度の修学旅行は、５月の実施ということで、クラスに馴染んできた頃となりました。また、修

学旅行が終わって少し経つと体育祭が待っていて、忙しい時期でした。けれど、みんなが一丸となっ

て事前学習に力を入れ、沖縄の歴史や文化、自然等を積極的に調べ、問いを立てて行動ができたと思

います。 

 １日目は「ガマ体験」と「民泊体験」の２つがありました。「ガマ体験」では、沖縄戦争で本当に使

われていたチビチリガマとシムクガマの２箇所に行かせてもらい、沖縄の歴史について理解を深める

ことができました。「民泊体験」では、宿ごとに違った体験活動を行い、沖縄の文化を知ると同時に、

民泊先の方々や班の仲間と交流を深める良い機会となりました。 

 ２日目は、「民泊体験」と「コース別体験」の２つでした。「民泊体験」は村を出る前の最後の体験

を行いました。これも宿ごとに違ったことを行なったと思います。「コース別体験」では、[海の環境]、

[ビーチトレッキング]、[シーサー作り]、[お菓子作り]の 4つに分かれて体験活動を行いました。実

際に自然や文化を目で見て理解する機会は滅多にないため、とても良い体験となったと思います。ま

た、その後はホテルへ行き、夕食後「イエローステージ」という名のレクを行い、一気に学年みんな

の仲を深めることができました。全員が笑顔で楽しんでいたため、気持ち良く終えることができたと

思います。 

 ３日目は、ホテルを出た後、「おきなわワールド」へ行きました。ここでは、約１時間半の間、班別

自主行動を行い、各々が体験または見たいものを事前に決めておき、それを学びに行くという場でし

た。鍾乳洞や伝統工芸など様々な活動場所があり、学びの多い体験活動とすることができたと思いま

す。最後には、みんなでエイサーショーを見ることで彩ある最高の思い出を作ることができました。 

 この３日間は人生の特大イベントとして思い出に残し、仲間と行動することで人として成長できた

ことを、残り少ない中学校生活の間で活かし、全員が卒業式で笑えるような時間を過ごしていきたい

と思います。 

３ 組 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

１．開港記念日    ６月 ２日（日） 
 

２．２年自然教室（長野県飯山市戸狩） 

６月 ７日（金）～９日（日） 
※ ６月 10、11 日 ２年生 代休 

 

３．１年ＳＮＳ安全教室（県警少年相談保護センター来校） 

 ６月１０日（月） ６校時 
 

４．３年進路説明会  ６月１３日（木） ６校時 
 

５．第 1 回西本郷中ブロック学校運営協議会 ６月１９日（水） １０：００～ 
 

６．１学期期末テスト ６月２０日（木） 英語・理科・社会 

             ２１日（金） 国語・数学・保体 
 

７．栄区国際平和スピーチコンテスト ６月２７日（木） 
 

８．生徒総会     ６月２８日（金）  

 

 ５月２０日付けの保護者通知でもお知らせしましたが、西本郷中学校の地域学校協働本部と

して、放課後学習会などの活動の他に「アートプロジェクト」を引き続き実施することになり

ました。 

絵を描くのが好きな人、描いてみたい人、ちょっと新しいことをやってみたい人を対象に、

メンバー募集を行っています。 
 

＜ 参加申込書 〆切 ＞   ５月３１日（金）  担任に提出  
 

＜ 説明会  アート体験 ＞ ６月 ４日（火） 

 １５：４０～１７：００ ふれあいルーム 
 

＜ 活動日 ＞  毎月１回程度 火曜日 放課後  ※ 変更あり 

お 知 ら せ ＜ 進路関係 ＞ 
全公立展 
 ６月１５日（土） パシフィコ横浜 
 

全私学展 
７月１５日（月：海の日） 

パシフィコ横浜 
 

公私合同説明・相談会 
８月１日（木）～１６日（金） 

        各 会 場 
 

※ 詳細は神奈川県教育委員会ＨＰ！ 

横浜市放課後学び場事業  

  ４月 11 日付で「放課後学習会」についてのご案内を配布いたしました！ 

＜ね ら い＞ 生徒一人ひとりのニーズにあった学習を個別に行うことによって学力向上をめざす 

学校、家庭、地域の連携を深め、顔の見える関係をつくります ・放課後の生徒の居場 

所づくり  

＜実施開始日＞ 令和６年４月 16日（火） 17：30 ～ 19：00      

週２回実施 火曜日・金曜日  17：30～19：00 

（11 月～１月は 17：00～18：30） 

※ 各学期の予定は各初回日に配布  学校行事や天候などの 

都合で休みの場合もあり。長期休業期間中は休み。 

＜場    所＞ 本校１階 ふれあいルーム 

 ※ 校舎への出入りは生徒昇降口、または中庭側のドアより直接入室 

＜指 導 者＞ 地域ボランティアの方々 ※施設の管理は学校地域コーディネーターが行います。  

＜内   容＞ 教科書を基本に自分で勉強したい内容、宿題、試験にむけた学習 

＜持 ち 物＞ 自分で学習したい教科（国社数理英）の教材（教科書等）、ノート、筆記用具 


